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8)白血球による内皮依存性血管弛緩作用にお

ける接着分子の関与

木下 秀則 弓扇田 悟
(若題塊 茎)

内皮依存性弛緩作用において-酸化窒素が主要な役割

を果たLているといわれるイヌ冠動脈では白血球一血管

内皮の相互作用において接着分子が重要な役割を果たL

ているといわれている.今回ブタ冠動脈においても接着

分子が主賓経路として関与Lているかを換言寸した.また

ケタミソは内皮依存性弛緩作用を増強するが,その機序

としても接着分子が関与 しているか,セレクチンのアン

タゴニストであるフニj仁ジンを用いて検討 した.

ブ=1イジンで血管標本を処置Lても内皮依存性弛緩作

用は抑制されなかったことから接着分子の開封ま否定的

と考えられた.またケタミソによる初期の弛緩は抑制さ

れなかったが,後期弛緩作用は抑制された.この機序に

ついては不明であり今後の課題である.

9)マスタ- ドオイルにより誘発される阻噂筋
筋電図活動におよはす bicucullineの影響
に〉ついて
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三叉神経系の内因性下降後巌痛機構における GABAA

受容体の関与について検討を行った.実験には SD 系

ラットを用い,酸素 8笑気 ･-ロセソにて麻酔を維持 し

唆筋と顎二腹筋より筋電図活動を連続的に記録した.マ

スター-ドオイルを顎関節に注入する前に延髄背側面三叉

神経脊髄絡横尾側垂核の直上に GABAA受容体措抗薬

である bjcucullineを lfLg投与すると,マスター-ド

オイルに対 して反射性に生 じる眼噂筋活動は増加 した,

またマスター ドイルの注入30分後に bicucuil血elpg

を投与すると,一度収束した筋電図活動は再び増加 した.

したがって,GABAAは三叉神経系脊髄路核尾側亜核

において痛覚伝達抑制効果を有することが示唆された.

10)気管支噂息を合併した帯状痛疹後神経痛患
者の治療経験

雲霞美髪嘉●早浮 恵子 (震題塊 茎)

症例は71歳,男性,気管重職息発作のステロイド治療

中に右上腕,背部の帯状痛慶が出現 した.帯状痛疹後神
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経痛に対 Lて持続硬膜プT3ック (T2/3)及びポルタレ

ソ坐薬などを施行 したところ,嘱息発作の増悪を来 した.

硬膜外ブロック及びポルタレソ坐薬が嘱息発作の増悪因

子と判断 L,両者を中止 した.以後速やかに嘱息発作は

経験した.本症例においてはその臨床経過より硬膜外ブ

ロック及びボルタレソ坐薬が嘱息発作増悪に関与 したと

考えにつれ 文献的に両者と嘱息発作の関連を考察 Lた.

さらに当院において手術を施行された嘱息患者264人に

ついて麻酔の種類と嘱急発作の頻度を調査 Lやその結果

を含めて報告 した.

ll)硬膜外 書クモ膜下微小内視鏡によって啄痛
軽減を得た症例

早津 恵子 ･冨田美佐緒
西巻 浩伸 ｡下地 恒毅 (雷遼 遠 芸)

当教室では,協同開発 した敵中内視鏡を臨床応用 し,

且987年以来,硬膜外 クモ膜下を内祝 し,種々の疾患の

診断に応用 し,治療の可能性を検討 してきた.1987年

4月から1997年2月までに硬膜外 ･クモ膜下内視鏡を

施行 した41例を対象とLて診断と治療に関する有用性を

検討 Lた,

41例や23例にクモ膜炎様所見がみられた.癒着や嚢包,

結節状隆起などが認められた症例もあった.興味あるこ

とに,内視鏡検査後に棒痛の軽快をみたものが6例あっ

た.その機序として,クモ膜などの癒着により圧迫 書牽

引された脊髄や神経鮫が内視鏡によって剥離され除痛効

果がえられたことが推察された.これらの症例の車から,

除痛の得られた症例を提示する.

E症例375歳女性 主訴 :20年前からの腰痛,下肢痛.

腰腔 レ線写真や MRIで異常を認めなかったが, クモ

膜下内祝により脅髄腔の広範囲にクモ膜炎様所見と癒着

が認められた.癒着性クモ膜炎と診断 し,検査後,捧痛

の軽快がみられ 退院 した.

検査後の頭痛が15例に,軽度の発熱が4例にみられた.

棺に合併症はみられなかった.

12)脊椎麻酔により出現 した幻肢痛の 1例

覧急問議 守 田真奈美 (濃霧 菓病院)

85歳男性.50年前に交通事故にて右大腿部切断.以後

断端部痛 や幻肢痛の訴えはなかった.今軌 前立腺癌の

疑いにて車丸摘出術を予定された.ネオペルカミンS2,5


